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もっとレムを!
〈スタニスワフ・レム・コレクション〉第Ⅱ期完結にあたって

沼野充義
　怒濤のようなスタニスワフ・レムの言葉を記録した対話集『レム
かく語りき』の刊行をもって、〈スタニスワフ・レム・コレクション〉
第Ⅱ期が完結する。中欧の古都クラクフでレムが亡くなってからちょ
うど20年の節目だ。
　この20年の間に世界は激しい勢いで変わった。レムでさえも予
期できなかったほどのスピードで科学技術は進歩し、AI はいまに
も〈特異点〉を超えてポストヒューマンの時代がもはや絵空事では
なくなりそうだが、その反面、人類はいまだに大昔から絶えること
のなかった戦争の泥沼から抜け出せずに殺し合いを続けている。
　こんな現代の世界を見たら、レムはいったい何と言うだろうか？
レム先生、教えてください、人類は進化して〈人間以上〉になっ
ていくのでしょうか？　それとも退化して、滅亡に向かっているの
でしょうか？　そもそもこの宇宙の中で、人間とはどんな存在なの
でしょうか？
　いや、いまさら新たな答を求める必要はない。レムが中欧の小
さな町で紡いできた膨大なテクスト群は、じつは常にそういった根
源的な問いに答えるための営みだったからだ。〈スタニスワフ・レム・
コレクション〉Ⅰ期・Ⅱ期と別巻あわせて 13 冊、いずれを開いてもそ
こから溢れ出てくるのは、あらゆる学問分野を横断する驚異的な
知識、20世紀の惨禍を生き抜いてきた人間としての強靭さ、人間
の可能性と限界を見つめる冷徹な理性、そして宇宙の謎をすべて
説明し尽くそうとする飽くことなき情熱、そして新たな認識の地平
が切り開かれる際に生ずる火花のようなセンス・オブ・ワンダーで
ある。
　５年前、〈スタニスワフ・レム・コレクション〉Ⅱ期の刊行が始まっ
たとき、私は「世界はレムを必要としている」と書いた。しかしい
ま世界中で起きていることを見ると、〈レム必要度〉はいよいよ高ま
ったと言わざるを得ない。
　もっと光を！　もっとレムを！

　本を読むことは異郷を旅すること。レムはことさら遠くへ
連れて行ってくれる。SFとして異世界を描くからではない。
レムの視線は、ここにいながらにしてここではないどこか
を見続けていた。
　だからこそ、レムの記したものは『星 と々、鳥の飛翔と、
鋼鉄と、憧れと、そして大いなる安らぎから鋳造された鐘』
̶ 「̶青春詩集」（『火星からの来訪者』所収）となって、時
代も国境も越えて響き渡る。
　さあ、レムを聞こう。レムを読もう。レムに導かれよう。
　2004年の『ソラリス』から22年。13 冊分の異郷を届
けてくれた国書刊行会に、そしてレムに、深く感謝します。

　……なんて偉そうなこと言っていますが、一番好きなレ
ム作品は「泰平ヨン」であることを告白します。

――池澤春菜（声優・作家）

　米国製のマッチョな “Sci-Fi” にハマっていた厨房の僕
に、目覚めの鉄鎚を落としたのが “レム” だった。社会主
義体制下で書かれた彼の “SF” は、遠い未来や宇宙へと
現実逃避を謀る単純な “ 空想科学小説 ” ではなかった。
抑圧された現実社会の内側で爆縮、産まれ落ちた “ 空想
独白小説 ”だったのだ。僕にとって彼は、今も東側の “ モ
ノリス”であり続ける。

　“レム”を読まずして、“SF” は語れない。

――小島秀夫（ゲームクリエイター）
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スタニスワフ・レム
Stanisław Lem

1921 年、旧ポーランド領ルヴフ（現ウクライナ領リヴィウ）に生まれる。
クラクフのヤギェロン大学で医学を学び、在学中から雑誌に詩や
小説を発表し始める。地球外生命体とのコンタクトを描いた三大
長篇『エデン』『ソラリス』『インヴィンシブル』のほか、『金星応
答なし』『泰平ヨンの航星日記』『電脳の歌』など多くの SF 作品
を発表し、SF 作家として高い評価を得る。同時に、サイバネティ
ックスをテーマとした『対話』や、人類の科学技術の未来を論じ
た『技術大全』、自然科学の理論を適用した経験論的文学論『偶
然の哲学』といった理論的大著を発表し、70 年には現代SF の研
究書『SF と未来学』を完成。70 年代以降は『完全な真空』『虚数』
『挑発』といったメタフィクショナルな作品や文学評論のほか、『泰
平ヨンの未来学会議』『泰平ヨンの現場検証』『大失敗』などを
発表。小説から離れた最晩年も、独自の視点から科学・文明を
分析する批評で健筆をふるい、中欧の小都市からめったに外に出
ることなく人類と宇宙の未来を考察し続ける「クラクフの賢人」と
して知られた。2006 年に死去。

沼野充義・芝田文乃・木原槙子 訳 
2970円
ISBN 978-4-336-07131-6 

Człowiek z Marsa

後藤正子 訳
2970円
ISBN 978-4-336-07132-3

Obłok Magellana

久山宏一・芝田文乃 訳  
3190円
ISBN 978-4-336-07133-0

Śledztwo/Pamiętnik znaleziony w wannie

関口時正 訳  
2420円
ISBN 978-4-336-07134-7

Niezwyciężony 

芝田文乃 訳  
3190円
ISBN 978-4-336-07135-4

Cyberiada

芝田文乃 訳 

2640円
ISBN 978-4-336-07136-1

Pokój na Ziemi

レムかく語りき
――スタニスワフ・ベレシとの対話
沼野充義 監訳
後藤正子・菅原祥・木原槙子 訳 
5280円
ISBN 978-4-336-07137-8

Tako rzecze Lem

インヴィンシブル

電脳の歌

地球の平和捜査・
浴槽で発見された手記

マゼラン雲

火星からの来訪者
――知られざるレム初期作品集

虚数
2640円　ISBN 978-4-336-03593-6
長谷見一雄／沼野充義／西成彦 訳 

完全な真空
2200円　ISBN 978-4-336-02470-1
沼野充義／工藤幸雄／長谷見一雄 訳 
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